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は，IIRC も Porter and Kramer と同様に，経済価値
































































































































































































































































































Eccles and Krzuz は，統合報告書には外的メリット
と内的メリットがあることを指摘している（Eccles 
































える必要がある。IIRC の見解，Fasan と Barker and 




























































IIRC とは違っていた。Fasan は IIRC を誤解したの
で，本稿では彼の見解は取り上げない。以下では，



















































Barker and Kasim の見解
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